
令和元年９月１日 

都市整備部建築課 

 

令和元年度 目黒区応急危険度判定模擬訓練 

 

次 第 

 

8:40-8:55 判定員受付 

9:00-9:05 課長挨拶 

9:05-9:10(5) コーディネーター紹介 

9:10-9:25(15) 

本日の訓練内容説明、班分け、班長決定 

（コーディネーターが班分け及び班長決定をサポート） 

9:25-10:00(35) ビデオ講習（防災協会作成応急危険度判定講習ビデオ） 

10:00-10:30(30) 

下げ振り測定訓練（別紙演習資料参照） 

※10：30 までに多目的室へ戻ってください。 

10:30-10:45(15) 

①各チームから班長へ報告及び班長集計表まとめ 

↓ 

②班長からコーディネーターへ結果報告・資料提出 

 ↓ 

③コーディネーターによる記載事項の確認 

10:45-11:00(15) 演習結果説明、総括、解散 
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令和元年度 目黒区総合防災訓練 実施概要 

１ 日 時 

令和元年９月１日（日）午前９時から午前１１時３０分まで 

（雨天の場合は、一部内容を変更して実施） 

※ 災害発生やそのおそれがある場合は、当日午前６時に中止を決定。 

２ 会 場 

区立目黒中央中学校（目黒区中町二丁目 37 番 38 号） 

３ 被害想定 

令和元年９月１日（日）午前８時３０分に、東京湾北部を震源とする直下地震（マグニチュード７．３）

が発生し、目黒区では震度６強を観測した。区内全域で、電気・水道・ガス等ライフラインの途絶、家屋

の倒壊といった深刻な被害が発生しており、区では、目黒区災害対策本部を立ち上げ、被害状況の情報収

集に努めるとともに、参集指定職員が各地域避難所に参集し、避難所開設の準備を進めている。 

４ 目 的 

区、防災関係行政機関及び区民が一体となって、地域防災計画の内容を反映した訓練を行い、「自らの

身の安全は自らが守る。自分たちのまちは自分たちで守る。」という意識に基づく「自助・共助」及び「防

災関係行政機関等による公助」との連携を強化し、地域防災力の向上を図る。 

５ 訓練内容 

・地域集団避難訓練 一時集合場所からの集団避難訓練など 

・避難所開設訓練 避難所開設訓練、避難所資機材取扱い訓練 

・安否確認・避難支援訓練 要配慮者の安否確認、避難所への避難支援訓練 

・応急危険度判定訓練 応急危険度判定に係る訓練及び説明会 

・区民給食訓練 アルファ化米による炊き出し訓練 

日赤奉仕団によるハイゼックス製の炊飯袋を用いた炊き出し訓練 

・救出救助(機関連携)訓練 地域住民、防災関係行政機関が連携した倒壊家屋からの救出救助・消火 

活動など 

・機関ＰＲコーナー 防災関係行政機関による防災に関する展示・実演など 

・個別訓練               初期消火・応急救護、起震車・煙ハウス体験、応急給水、ペット同行避 

難訓練など 

・物資搬送訓練 備蓄倉庫からの飲料水搬送訓練 

６ 時  程 

９：００～ 開始 

 来賓紹介・区長挨拶 

９：１５～ 避難所開設訓練、開設後順次、資機材取扱い訓練等個別訓練開始 

        防災関係機関ＰＲコーナー開始 

１０：３０頃～ アルファ化米等の配食開始 

１０：４０～ 救出救助（機関連携）訓練 

１１：１５～ 閉会（消防署長講評） 

１１：３０ 訓練終了 

以 上 
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７ 会場全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ レイアウトは変更になる場合があります 

 

 

番号 訓 練内容 場 所 番号 訓 練内容 場 所 

1  避難所開設 体 育 館 9 応急危険度判定 多 目 的室 

2  応急救護訓練 格 技 室 10 トイレ組立て 北 門付近 

3  給食炊き出し 校 庭 11 初期消火 校 庭 

4  地震体験(起震車・煙) 校 庭 12 救助資機材展示 校 庭 

5  
応急給水 

（スタンドパイプ） 
北 門付近 13 ペット同行避難訓練 正門入口駐車場 

6 
応急給水 
（Ｄ級ポンプ） 

地下 1階    
（北門入って下る） 

14 発電機・投光機取扱い 校 庭 

7 特設公衆電話設置 昇 降 口 15 無線機操作 職 員 室 

8 安否確認・避難支援訓練 会 議 室    
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令和元年度 応急危険度判定模擬訓練（実技演習） 

 

１ 下げ振り測定演習 

 （１）木造の建築物の傾斜測定訓練を行います。 

 （２）各班それぞれの班名の傾斜板のみ測定し、下表を穴埋めしてください。 

 （３）その結果に基づき判定したランクに○をつけてください。 

 （４）傾斜によるランクにより、危険度の判定を行なってください。 

 （５）その他 

・ 測定方法は下記「傾斜の測り方」（マニュアル抜粋）を参照してください。 

※貸し出し用下げ振りは水糸に１２００ｍｍでマーク済み（下側に黒マーク、上部に赤マーク） 

・ ニードルは使用せず、固定する人と測定する人の２名で作業してください。 

 

測定変形量 ランク 

（   ）／１２０ ⇒ １／（   ） Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ 

 

（被災建築物応急危険度判定マニュアルより抜粋） 

↓ 

上記ランクより、危険度を判定し下表の数字へ○を付けてください。 
 

危険度の判定 
1. 調査済み 
 全部Ａランクの場合（要
内観調査） 

2. 要注意 
Ｂランクが１以上ある場
合 

3. 危険 
 Ｃランクが１以上ある
場合 

 

↓ 

ステッカーを選択・記入し、掲示場所へ掲示してください。 

↓ 

多目的室へ戻り、「チーム集計表」へ記録し、班長へ提出して終了。 

↓ 

※ここから先は班長のみの業務となります。 

班長は各チームから提出されたチーム集計表を「班長集計表」へまとめる。 

↓ 

各班担当のコーディネーターへチーム集計表及び班長集計表を提出・報告してください。 


